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雷門通りは，年間延べ約3,000万人の参拝者が訪れる浅草寺の主要アクセス道路である．歩道

は慢性的に歩行者で溢れ，滞留空間が不足しているなど，通行や滞留の快適性向上が喫緊の課

題となっている．本業務は，雷門通りの車道部を歩行者空間化する社会実験を行うことで，

「柔軟に使える道路空間」の有用性と課題を明らかにすることを目指したものである．本社会

実験を通じて，歩行空間拡張に伴う快適性向上や新たなアクティビティの創出といった定量的

効果が実証された一方で，交通処理や地域住民の「生活の質（QOL）」との調和，効率的な効果

検証手法の確立など，恒常的な空間再編に向けた運用面及び技術面の課題も明確となった． 
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１．背景・目的 

 

 東京都台東区の浅草地区は，江戸情緒と現代の活

気が交差する，我が国屈指の観光地である．地区内

には，年間延べ約3,000万人の参拝者が訪れる浅草

寺のほか，興行や大衆芸能の中心地である六区ブ

ロードウェイ等を中心に，国内外から多くの来訪者

を受け入れている． 

 また浅草地区内の道路空間は，一方通行や時間帯

規制，車両通行止など，多様な工夫が採用されてい

ることも特徴的である（図-1）． 

 「雷門通り」は、東武・東京メトロ・都営の３駅

から浅草寺への主要アクセス道路であり，地区内で

も来訪者による混雑が顕著な通りである（図-2）．

これは，来訪者の多くが雷門や仲見世を通行してか

ら浅草寺を参拝するためである．そのため，日中の

歩道は慢性的に歩行者で溢れ，滞留できる空間が不

足しているなど，通行や滞留に関する快適性の向上

が課題となっている． 

 本業務は，雷門通りの車道部を一時的に歩行者専

用空間として開放する「歩行空間拡張社会実験」を

実施することで，「柔軟に使える道路空間」の有用

性と今後の展開に向けた課題を明らかにすることを

目指したものである．そのため，道路空間の再編が

歩行者の挙動や周辺の自動車交通，さらには沿道商

店や周辺住民に与える影響を多角的に検証した． 

 

 

 
図-1 地区内で運用されている交通規制 

 

 
※株式会社ﾌﾞﾛｸﾞｳｫｯﾁｬｰの非集計ODﾃﾞｰﾀを基に作成 

図-2 歩行者・滞在者の分布状況 

   （2025年５月第４週土日平均） 



 

 

２．社会実験の概要 

 

 本社会実験の概要を以下に示す（表-1）． 

 雷門通りのうち，吾妻橋交差点から雷門交差点ま

での区間を対象に，交通規制により車道部を一時的

に歩行者専用空間として開放したものである．実施

に当たっては，対象区間周辺に20台のクラウド録画

カメラ（Safie）を設置（図-3）し，１月17日から

約２週間の期間を対象に常時確認・記録のほか，安

全管理体制を維持した． 

 歩車道間の往来を促進するため，①歩車分離柵の

横ビームの取り外し，②歩車道段差部へのスロープ

設置を行った．これらの工夫により，子供連れの家

族やキャリーケースを持った来訪者，車椅子の方等

も安全に歩車道間の往来が可能となった（図-4）． 

 
表-1 社会実験の概要 

実 施 日 休日：令和８年１月17日（土）・18日（日） 

平日： 〃  １月29日（木）・30日（金） 

実施時間 11：00～16：00の５時間 

規制対象 ・車両 

規制範囲 

 

・吾妻橋交差点から雷門交差点までの区間 

・平日実施日は，雷門前の混雑緩和を目的に

規制範囲を拡大 

そ の 他 ・人力車は，17日及び29日は通行禁止 

・自転車は，押し歩きを協力要請 

・交通規制範囲内のバス停は休止 

・社会実験実施日と対比する平常時データは

１月22日（木）～25日（日）とした 

 
図-3 規制範囲・クラウド録画カメラ設置箇所 

 

 
図-4 社会実験当日の状況 

３．効果検証・考察 

 

(1) 来場者数の傾向 

 社会実験実施区間における来場者数の傾向を定量

的に把握するため，携帯電話位置情報データ（KDDI 

Location Analyzer）を用い，平常時との比較分析

を行った． 

 その結果，社会実験実施時間帯における来場者数

は，平常時と比較して土曜日・日曜日で109%，平日

の木曜日・金曜日で125%に増加したことが確認され

た（表-2）．通常とは異なる空間に興味を惹かれて

来場した方もいたと推察される． 

なお，本データは日本国内居住者に限定されてお

り，訪日外国人観光客は含まれないことに留意する

必要がある．参考値ではあるが，社会実験実施区間

の沿道に位置する浅草文化観光センターの利用者数

を対象に，携帯電話位置情報データと実績値の比率

をみると，土日平均で206%，平日平均で172%であっ

た．そのため，実際の来場者数は，携帯電話位置情

報データの概ね200%程度であったと推察される． 

 
表-2 来場者数の傾向 

平均比
8～20時

来場者数に
対する割合

1月17日 土 快晴 15.3 12,345 8,091 - 66%

1月18日 日 快晴 13.4 13,428 8,036 - 60%

- - 12,887 8,064 109% 63%

- - 12,051 7,410 - 61%

1月29日 木 晴後一時曇 10.4 9,823 5,759 - 59%

1月30日 金 晴 9.3 10,861 6,930 - 64%

- - 10,342 6,345 125% 61%

- - 9,150 5,057 - 55%

※KDDI Location Analyzerを基に整理

来場者数

（8～20時）

社会実験時間帯来場者数（11～16時）

土日社会
実験時

平均

平日社会
実験時

土日平常時平均
（1月24日～

2月1日土日平均）

平日平常時平均
（1月19日～

28日平日平均）

最高
気温

天気

平均

 
 

 さらに，動画データを基に，AIによる画像解析

（BriefCam）により，断面歩行者交通量（観音通り

～雷門交差点間）を観測した． 

 その結果，断面歩行者交通量は，平常時と比較し

て土曜日・日曜日で115%，平日の木曜日・金曜日で

128%に増加したことが確認され，携帯電話位置情報

データの傾向と概ね同様であったことが確認された． 

 また，時間帯別の変動状況をみると，社会実験の

実施の有無に関わらず，概ね13時台が最も多い結果

となった（表-3）． 

 本結果を踏まえ，以降の歩行者密度に関する分析

対象日・時間帯は，18日（日）の13時台を対象に実

施した． 

 
表-3 断面歩行者交通量 

11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 計 平均 平均比

1月17日 土 5,025 5,278 5,607 6,076 5,164 27,150

1月18日 日 4,996 4,873 6,455 6,242 5,875 28,441

1月24日 土 4,191 4,444 5,135 4,285 5,064 23,119

1月25日 日 4,409 5,101 5,623 4,936 5,302 25,371

1月29日 木 4,253 4,815 5,666 5,394 5,104 25,232

1月30日 金 4,628 4,958 6,327 6,039 5,286 27,238

1月22日 木 3,510 3,754 4,649 4,382 4,333 20,628

1月23日 金 3,549 3,892 4,659 4,281 3,916 20,297

115%

-

128%

-

土日社会
実験時

土日
平常時

平日社会
実験時

平日
平常時

27,796

24,245

26,235

20,463

  



 

 

(2) 歩行・滞在状況の変化 

 車道部を一時的に歩行者専用空間として開放する

ことで，歩行者の通行位置がどのように変化したか

を，断面歩行者交通量より確認した． 

 その結果，全体の47%が車道部を通行しているこ

とが確認された（図-5）． 

 
図-5 歩行者の通行位置 

 

 次に，歩行空間の拡大による歩道部の混雑状況の

変化を確認した． 

 その結果，歩行者空間モジュールによるサービス

水準１）は，北側歩道でＣからＡに，南側歩道でＤか

らＢに改善していることが確認された（表-4）． 

また歩行速度をみると，全歩道断面で平均歩行速

度は低下し，一般的に楽しく散策が可能な歩行速度

（４km/h未満）で通行する来街者の割合が増加して

いることが確認された（表-4）． 

以上のことから，混雑により周囲に合わせた通行

を強いられていた空間が，ゆったりと散策ができる

空間へと改善されたことが立証された（図-6）． 

 
表-4 歩道部のサービス水準及び歩行速度 

社会
実験時

（1月18日）

平常時
（1月25日）

社会
実験時

（1月18日）

平常時
（1月25日）

1 5.3 Ａ 2.2 Ｃ 3.15 3.94 78% 56%

2 4.0 Ａ 2.5 Ｃ 5.18 5.64 27% 16%

3 3.1 Ｂ 1.2 Ｄ 4.55 4.95 31% 20%

4 3.2 Ｂ 1.5 Ｄ 3.56 4.48 68% 40%
南側

北側

歩行速度
4.0km/h未満

の割合

歩行者空間
モジュールによる

サービス水準（㎡/人）

平常時
（1月25日）

社会
実験時

（1月18日）

断面

平均歩行者速度

（km/h）

 
【歩行者空間モジュールによるサービス水準】 

Ａ：3.5㎡/人以上    Ｂ：2.5～3.5㎡/人  

Ｃ：1.5～2.5㎡/人    Ｄ：1.0～1.5㎡/人   

Ｅ：0.5～1.0㎡/人   Ｆ：0.5㎡/人以下 

 
図-6 歩行者の混雑状況（断面２） 

 

 滞在面では，車道部でのスカイツリーや雷門を背

景に入れた記念撮影など，新たなアクティビティが

創出（図-7）され，滞在の質の向上が示唆された． 

 
図-7 新たに創出されたアクティビティの一例 

(3) 自動車交通への影響 

 社会実験実施範囲の交通規制が，周辺道路に与え

るトレードオフを検証するため，渋滞・滞留長調査

により確認した． 

 その結果，規制時間中（11〜16時）において，１

回の信号待ちで交差点を通過しきれない「捌け残

り」の回数は，通常時と比較して全ての断面で増加

し，特に，吾妻橋の流入断面でその傾向が顕著で

あった． 

しかし，当該断面における渋滞長は概ね10～15ｍ

程度（１～２台程度）であり，断続的かつ著しい渋

滞は確認されなかった（図-8）．以上のことから，

周辺道路ネットワーク全体に波及するような影響は

極めて微小であり，限定的な範囲に制御可能である

ことが確認された． 

 
図-8 渋滞・滞留長調査結果の概要 

 

(4) 意向評価 

a) 来場者意向 

 来場者の満足度等を確認した．なお，調査は来場

者に対し資料配布によりWeb回答を依頼したほか，

取組評価のみパネル調査を併用した． 

 その結果，取組に対して回答者の86%が「とても

良い」と回答し，「歩きやすさ」「安全性」「混雑

解消」「写真撮影」が主な理由として挙げられた． 

また，回答者の73%が取組を「ぜひ続けて欲し

い」と回答し，「取組日数や時間帯の拡大」や「取

組範囲の拡大」が主な要望として挙げられた(図-9)． 

 
図-9 取組に対する評価・継続意向 



 

 

複数回の来訪経験がある回答者が92％を占め，そ

の半数以上が過去の来訪時の印象を「混雑していて

歩きづらかった」と回答していたことからも，来場

者から高い評価が得られたとものと推察される． 

また，雷門通りの将来像としては，「歩きやす

さ」「安全性」「休憩場所」を望む回答が多い結果

となった（表-5）． 

 
表-5 雷門通りの将来形に対する要望 

歩きやすくなって欲しい 80.6%
安全性を確保して欲しい 54.9%
休憩できる場所を増やして欲しい 37.2%
イベント等で楽しさが感じられるようになって欲しい 23.6%
お店に立ち寄りやすくして欲しい 22.2%
その他 5.6%

将来形に対する要望

 
 

b) 地域住民意向 

 地域住民の考える改善要望等を確認した．なお，

調査は社会実験実施箇所の周辺住民を対象とした． 

 その結果，回答者の65％が社会実験区間に来場し

ており，そのうち55%が「よかった」と回答した

（図-10）． 

 今後の社会実験に対しては，「歩行者の安全性・

快適性が向上した」という一定の評価がある一方で，

「住民の生活利便性（車の出し入れやバス利用

等）」や「事前説明の不足」「人力車のルール作

り」等の改善要望が挙げられた．今後は，地域住民

の「生活の質」を守ることを前提にしながら観光客

の混雑緩和等の対策を講じるほか，周知や理解・協

力をより丁寧に対応していくことが望まれる． 

 
図-10 地域住民意向 

 

c) 地域代表者へのヒアリング 

 雷門通りの沿道店舗等へのヒアリングから，社会

実験の振り返りと今後の課題等について確認した． 

 その結果，歩行者の混雑や錯綜は概ね改善された

との評価を得られたほか，社会実験の実施自体が街

の雰囲気に好影響を与えられたのではないかとの意

見が挙げられた．また，地域からの意見を基に，土

日・平日で雷門前の規制範囲を柔軟に変更・対応で

きたことも評価された． 

 一方で，今後の社会実験の継続実施に対し，個別

の課題として，主に次のような意見が挙げられた

（表-6）． 

 

 継続的に地域の方々からのご意見やアイデアをい

ただき，１つ１つ丁寧に解決策を検討・説明・調整

していくことで，広く地域の方々に受け入れられる

取組になっていくことが期待される． 

 
表-6 主要な個別課題 

 規制看板や車線誘導等の視認性や安全性の向上 

 代替バス停への丁寧かつ円滑な誘導 

 沿道住民等への車両通行許可証など柔軟な対応（特

に，高齢者の通院等） 

 規制区間外への観光バスや配送車両進入の対応 

 社会実験結果の共有・地域との連携促進 

 人力車営業との共存 

 社会実験範囲の拡大の際は，区間特性を考慮した空

間戦略に留意 

 

４．今後の課題・展開 

 

 本社会実験を通じて，歩行空間拡張に伴う快適性

向上や新たなアクティビティの創出といった定量的

効果が実証された一方で，恒常的な空間再編に向け

た運用面及び技術面の課題も明確となった． 

 第一に，交通処理における課題である．吾妻橋側

からの自動車交通で，直前での車線割り込みによる

後続車両の速度低下が観測された．今後は，迂回

ルートやレーン運用に関する事前案内および可視性

の高いサイン計画の強化が不可欠である． 

 第二に，地域住民の「生活の質（QOL）」との調

和である．住民等から指摘された車両の出入り制限

や自転車の通行ルールマナー，バス停の停止に伴う

高齢者の移動負担等に対し，接続道路の柔軟な運用

（一方通行変更等）や責任分界の明確化，バス停の

仮移設など，地域と協調したきめ細やかな取組が求

められる． 

 第三に，効率的な効果検証手法の確立である．社

会実験は，様々なシーンを想定しながら内容を変え

て継続される．カメラによる面的な実態記録と画像

解析は，社会実験の内容に因らず，共通の効果検証

方法として有効である．今後は，顔認証技術を活用

した面的な人流把握や滞留行動の分類整理等を画像

解析からデータ蓄積していき，ビッグデータと実測

データを組み合わせた人流の再現とシミュレーショ

ンによる予測，社会実験による結果の検証など，

EBPMサイクルを構築していくことが望まれる． 
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